
行事ID 159

計画作成者 土門弘治作成日 令和2年2月15日(土)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 自由研究「ハーバリウム」

行き先 移動手段

実施日 令和2年3月7日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/03/23 14:54:29行事報告書

目的 自由研究という課題を個々のひらめきなどのアイデア勝負といった側面が大人を悩ませる中、子

供たちが困っていても、やり遂げるまでをサポートし個性、感性を褒めたたえ自身に繋げます。

美しいものを見て、感動することで脳を刺激する。また、美しいものを見て「きれい」と言葉で

表現できるよう繰り返します。

内容 100円ショップで揃えれる異形プラスチック瓶をサイズ違いなど数種、ドライフラワー、プリザー

ブドフラワーなどの花材も同じく数種用意します。

ハーバリウム オイルは業務用の5L非危険物を用意します。

完成を完了とせず次回へとつなげステップアップを目指します。

参加人数 9人

職員人数 8人

行事報告ID 100 報告日 2020/03/15 (日)

計画：Plan　　　評点

皆が同じ物を作る上で、選ぶ物、形により様々な雰囲気のハーバリウムになり、自分だけでなく

他児童の物を見てよい刺激を得ることができる。

実行：Do　　　評点

一つずつの工程に対し皆がが終わると次に移る工程を伝えることで皆が遅れることなく出来てお

りオイルを入れる際は児童とスタッフで一緒に入れることで協力し合い完成させることが出来て

いた。

評価：Check　 評点

完成させ、個々が○○みたいといろいろな表現をしていたりせっかくだからはぐくみの電気を消

してしみよう！と言うことに対してまた違ったように見え「きれい」と皆が言っており記念に並

べて写真を撮ることに対しても積極的に集まることが出来ていた。

改善：Action

特に無し

改善要望

報告者 阿部美穂
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行事ID 159

計画作成者 土門弘治作成日 令和2年2月15日(土)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 自由研究「ハーバリウム」

行き先 移動手段

実施日 令和2年3月7日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/03/23 14:54:30行事報告書

目的 自由研究という課題を個々のひらめきなどのアイデア勝負といった側面が大人を悩ませる中、子

供たちが困っていても、やり遂げるまでをサポートし個性、感性を褒めたたえ自身に繋げます。

美しいものを見て、感動することで脳を刺激する。また、美しいものを見て「きれい」と言葉で

表現できるよう繰り返します。

内容 100円ショップで揃えれる異形プラスチック瓶をサイズ違いなど数種、ドライフラワー、プリザー

ブドフラワーなどの花材も同じく数種用意します。

ハーバリウム オイルは業務用の5L非危険物を用意します。

完成を完了とせず次回へとつなげステップアップを目指します。

参加人数 9人

職員人数 8人

行事報告ID 97 報告日 2020/03/09 (月)

計画：Plan　　　評点

イメージしながら花を選び進めていくことで創造力を培い、完成したものを見て綺麗に光る、花

が透ける様子を見て感性を養う。

実行：Do　　　評点

活動終了後の出勤だった為、全体での様子は分からないが後で個別で取り組んだ子どもに関して

はスタッフに促され花を選んでおり、完成後はライトをつけて自分の作品やお友達の作品に対し

て感想を言葉にする姿も見られた。

評価：Check　 評点

活動終了後の出勤だった為、全体での様子は分からないが後で個別で取り組んだ子どもに関して

は2人とも楽しそうに取り組めている様子が見られた。

改善：Action

特になし。

改善要望

特になし。

報告者 甲斐美咲
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行事ID 159

計画作成者 土門弘治作成日 令和2年2月15日(土)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 自由研究「ハーバリウム」

行き先 移動手段

実施日 令和2年3月7日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/03/23 14:54:30行事報告書

目的 自由研究という課題を個々のひらめきなどのアイデア勝負といった側面が大人を悩ませる中、子

供たちが困っていても、やり遂げるまでをサポートし個性、感性を褒めたたえ自身に繋げます。

美しいものを見て、感動することで脳を刺激する。また、美しいものを見て「きれい」と言葉で

表現できるよう繰り返します。

内容 100円ショップで揃えれる異形プラスチック瓶をサイズ違いなど数種、ドライフラワー、プリザー

ブドフラワーなどの花材も同じく数種用意します。

ハーバリウム オイルは業務用の5L非危険物を用意します。

完成を完了とせず次回へとつなげステップアップを目指します。

参加人数 9人

職員人数 8人

行事報告ID 96 報告日 2020/03/07 (土)

計画：Plan　　　評点

ただドライフラワーを選んで入れるだけでなく、光を当てたらどのようにきれいに輝くかなどを

お友達同士で話しつつ皆で出来上がったハーバリウムを見せ合いコミュニケーションの輪も広が

ります。

実行：Do　　　評点

最初に説明を聞いてから取り組み、子供たち一人ひとりに容器、材料を好きなものを選んでもら

いました。容器にもいろんな形があり、材料も色や種類などが色々あり喧嘩になることなく「こ

れもあるで！」「それいいな！」などいいと思ったものを真似てみたりして取り組んでいまし

た。

評価：Check　 評点

全体的に楽しんで皆取り組むことが出来ていました。オイル入れでは「やりたい！」となってい

ましたがオイルを入れる際はスタッフが入れるようにし容器は持ってもらうように伝えるときち

んと守れていましたし全体的にきちんと話も聞け取り組めていました。

改善：Action

特になし。

改善要望

特になし。

報告者 乗上彩花
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行事ID 159

計画作成者 土門弘治作成日 令和2年2月15日(土)

事業所名 はぐくみ鶴見緑地教室

責任者 土門弘治

行事 自由研究「ハーバリウム」

行き先 移動手段

実施日 令和2年3月7日(土) 雨天時 決行 実施区分 実施

印刷日時：2020/03/23 14:54:30行事報告書

目的 自由研究という課題を個々のひらめきなどのアイデア勝負といった側面が大人を悩ませる中、子

供たちが困っていても、やり遂げるまでをサポートし個性、感性を褒めたたえ自身に繋げます。

美しいものを見て、感動することで脳を刺激する。また、美しいものを見て「きれい」と言葉で

表現できるよう繰り返します。

内容 100円ショップで揃えれる異形プラスチック瓶をサイズ違いなど数種、ドライフラワー、プリザー

ブドフラワーなどの花材も同じく数種用意します。

ハーバリウム オイルは業務用の5L非危険物を用意します。

完成を完了とせず次回へとつなげステップアップを目指します。

参加人数 9人

職員人数 8人

行事報告ID 95 報告日 2020/03/07 (土)

計画：Plan　　　評点

ハーバリウムを通して芸術的な感覚を養い、またドライフラワーなどの装飾の配置の工夫や色合

いのバランスを自らで考え工夫することを通して、芸術と自分の距離を縮め「キレイ」という感

覚を養うこと。

実行：Do　　　評点

事前に丁寧な説明をし、１つ１つ順序立てて１つ出来たら次の工程の説明を行うことを繰り返し

たので子供たちも遅れることなくスムーズに説明通り制作することができました。

評価：Check　 評点

オイルをスタッフが持ってノズルを子供たちに開けてもらって、最後はふちまでオイルが来たら

零れないように締めてもらったので、最後の仕上げも一緒にでき、最初から最後まで自分で作っ

た達成感があったと思います。

改善：Action

特になし。

改善要望

特になし。

報告者 岩木亮太
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